
様式第2号（第3条関係）

住   所

氏   名

勤 務 先

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

無 経過
観察 有 未 済

(※2)

(※3)

電話番号

 □ 屋外広告士
 □ 建築士（1級／2級（木造除く。））

□ 屋外広告物点検技能講習修了者(※1)
□ なし

照
明
装
置

照明装置の不点灯､不発光

側板､表示面板押さえの腐食､破損､ねじれ､変形､
欠損､退色等

（058）-265-3985

表面にさび所々発生しているが
安全上の問題なし

ボルト緩みを締め直し

支
持
部

鉄骨のさび､塗装の老朽化等

鉄骨接合部の異常､ボルト等の緩み及び欠落等

改善状況
  (※3)

点 検 資 格

(該当する□に✓印
をつけてください。)

・有資格者による点検(※)が不要な広告物についても、管理者等による点検を実施し、報告書を提出してください。

(※) 有資格者による点検は、「屋外広告物許可(確認)申請書」の広告物等の「表示又は設置の期間」の開始日が
　　令和9年4月1日以降、義務となります。

  株式会社○○○○ ○○○課

そ
の
他

その他点検した事項

広
告
板

表示又は設置場所

点検実施年月日

点 検 者

取付対象部（柱・壁・スラブ)及び取付部周辺の異常

 ・  有資格者による点検が必要な広告物（「屋外広告物許可(確認)申請書」の「主な表示内容」の左側に
 「＊」 が記された広告物）が含まれる場合は、点検資格を証する書類の写しを添付してください。(※）

アンカーボルト・取付部プレートの異常

ベース周辺・コーキング・接合部の異常

令和7年7月1日 ※申請前3月以内に実施してください。

「異常の有無等」の欄は、「無」、「経過観察」、「有」のいずれかを〇で囲んでください。

屋 外 広 告 物 点 検 報 告 書

基
礎
部

上部構造の全体の傾斜､ぐらつき等

基礎のクラック､防水層の裂傷等の異常

備    考
・「経過観察」の場合､その内容を記入
・「有」の場合､改善状況(予定等)を記入

点検
箇所 点  検  項  目 異   常   の

有無等(※2)

 岐阜市○○町○○丁目○○番地

 〒 500−1111   岐⾩市○○町○○丁目○番○号
○○ ○○

有
（                  ）

(※1)公益社団法人日本サイン協会及び一般社団法人日本屋外広告業団体連合会が共催する屋外広告物点検
  技能講習を修了した者をいいます。

・はり紙、はり札、立看板、広告幕等、許可期間が２月のものについては提出不要です。

退色あるが安全上の問題なし表示面の汚染､退色､変形､ビス等の欠落､剥離等

取
付
部

いずれかを〇で囲んでください。

水抜き孔の詰まりを清掃

不点灯の電球を交換

未 済

広告板底部の腐食､水抜き孔の詰まり

照明１基破損、３月に修繕の契約済み
安全上の問題なし

照明装置の取付部の破損､さび､漏水

周辺機器の劣化､破損

（「経過観察」・・ 点検の結果、現時点では安全性に問題はないが、経過観察が必要な場合）
「改善状況」の欄は、「異常の有無等」の欄が「有」又は「経過観察」の場合に、「未」又は「済」の

無 経過
観察

記入例


